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実験の概要

 図書館職員によるIUGONETメタデータ作成を通じて、

1. 研究者へのインセンティブ

 研究者、特にメタデータ作成業務従事者の負担軽減

 データベースの持続可能性向上？

 図書館が持つ流通面での知見の提供

2. 図書館による新規サービス展開

 研究者との協働による、より直接的な研究支援

の可能性を探る。



図書館ができること

ネットワークの活用 メタデータ運用

https://test.repo.nii.ac.jp/weko/help/ja

/html/itemtype_mapping.html#mapping

http://www.nii.ac.jp/content/cpc/



連携によって解決できそうなこと

図書館のネットワーク活用

メタデータ運用に特化した人材

http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2015/pdf/20151021_6.pdf



なぜIUGONET？

 分野横断のデータベース構築

 “本プロジェクトでは、超高層大気に関連する地上観測データのメタデータ・データベースを構
築し、これまで個別の研究機関で分散管理されてきた観測データの流通を図ります”

 図書館の基本的な機能と親和性が高い

 明確かつ安定したメタデータ標準

 “国際的な標準化の流れの中で超高層分野のデータにもっともマッチし、かつ汎用性・拡張性が
ある「SPASE」を、IUGONET共通メタデータフォーマットのベースに採用することに決定しまし
た”

 運用レベルでメタデータを扱うことが可能

 持続可能性

 運用実績、開発体制など

http://www.iugonet.org/index.html
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No. 難易度 内容 所感 (図書) 所感 (IUG)

1 低 既存のメタデータ(XML)を機械的に修正する ◎ 容易 ◎ OK

2 中－ 既存のメタデータ(XML)を新しいスキーマバージョ
ンに則したものに変更する

○ 出来た ○ OK

3 中 PIにインタビューしながら新しくサイエンスメタ
データを作成する

進行中 ○ OK

4 中 外部サーバを使って単純なデータ公開・更新を行う （予定）

5 中＋ 自前サーバを使って単純なデータ公開・更新を行う （予定）

6 高 IUGONETのようなサービスのデータ公開部分を運用
する

(うっ。。)

7 高＋ IUGONETのようなサービスのデータ登録部分を運用
する

図書職員とのコラボレーション

サイエンス成果の創出に向けたデータアーカイブと解析環境の融合. 梅村宜生ほか
第3回オープンサイエンスデータ推進ワークショップ＠京大より抜粋

パイロット（6月～）



Metadata Schema (Spase)

http://www.iugonet.org/mdformat.html



メタデータの作成・編集

※“IUGONETメタデータ作成・登録の手引き”では
編集アプリケーションとしてEclipseを推奨

http://pc115.seg20.nipr.ac.jp/www/opt/tro.html



メタデータの作成・編集

①Validatorによるエラーチェック

②担当者へメールによる確認依頼

③メタデータ登録



メタデータの作成・編集



ここまでの検証

 既存の情報源をメタデータ化する作業は、図書館の

目録作成業務の延長

 標準化されたスキーマや入力ルールが定められていれば、

分野を問わず対応可能

 連携により、お互いの強みを活かした形で作業を効率化できる

 もっとも、データ取得者による確認作業は省略できない

 人的な持続可能性の問題

 作業は慣れや労力を要するが、マニュアル作成によって

標準化・引き継ぎが可能

 メタデータ作成に要する時間は、図書や地図とあまり変わらない

 図書館のネットワークで共有することで、全体の知見になる

目録システムコーディングマニュアル

http://catdoc.nii.ac.jp/MAN2/CM/furoku1_1.html



今後やりたいこと

 運用レベルでの支援

 メタデータの検証、データクリーニング

 エンリッチメント？

 水平展開

 複数人による安定的なメタデータ作成サービス提供

 できれば組織横断で

 図書館側の知見の提供

 機関リポジトリとの連携

 メタデータのハーベストによる流通支援

 ライセンス、識別子、etc…


